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　「大雨洪水警報がでた。どうすれば

いいのだろう」、「避難勧告って避難し

ないといけないの？」風水害時に行

う行動をしっかりと確認し、実際に起

こったときにすばやく行動できるよう

に備えましょう。

① ヘルメットを着用しましょう。( なけれ
ば頭巾などで頭を守りましょう )

②マスクを着用しましょう。

③ 服装はストレッチ素材などの動きやすい
ものを着用しましょう。

④ 両手が使えるように荷物はなるべく
リュックなどで持ち運びましょう。

⑤軍手を着用しましょう。

⑥ 靴はスニーカーなど歩きやすいものを履
きましょう。

●大雨のときにとってはいけない行動

●避難する際の服装

① 田んぼの様子を見
に行ってはいけま
せん。用水路が増
水して流される危
険があります。

③ 避難の際に長靴を
履いてはいけませ
ん。一度長靴の中
に水が入ると重く
なり速く動けなく
なります。

② 川に近づいてはい
けません。増水し
て流れも速く、大
変危険です。

④ 急斜面や崖に近づ
いてはいけませ
ん。崩れ落ちる危
険があります。

警戒レベル５
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警戒レベル３

警戒レベル２

警戒レベル１

大雨特別警報・
氾濫発生情報

土砂災害警戒情報・氾濫危険情報
避難勧告・避難指示 (緊急 )

大雨警報・洪水警報・土砂災害情報
避難準備・高齢者等避難開始大雨注意報・洪水注意報・氾濫注意報

土砂災害情報

危険箇所のチェック
　避難所までの経路で、危険な箇

所をチェックしましょう。用水路

や、崩れそうな斜面、倒れそうな

空き家・看板などを確認し、安全

な避難経路を確保しましょう。

日頃からの繫がりを大切に
　普段から、声かけやあいさつを積

極的に行い、近所づきあいを深める

ことで、災害が起こったときに、お

互いに助け合いながら避難をスムー

ズにすることができます。

　また、避難所に着いた時に、「○

○さんがまだ避難していない」など

の気づきにつながります。

①

②
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④

⑤

⑥

●避難情報、洪水・土砂災害情報
　今年度から、危険度をより伝わりやすくするために、「警戒レベル○」という言葉が使われます。
　既存の避難情報、洪水土砂災害情報の前に使用され、「警戒レベル４避難勧告」のように使われます。

警戒レベル
情　　　　　報

行　　　　　動
避難情報など 洪水・土砂災害情報

警戒レベル５ 災害発生情報
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直ちに命を守る行動をとってください。
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( 緊急 )

速やかに避難してください。避難が困難な場合、
建物の上階など安全な場所に移動してください。
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避難の準備を開始してください。高齢者やしょう
がい者など避難に時間がかかる人は避難を開始し
てください。

警戒レベル２
洪水注意報
大雨注意報 氾濫注意報

土砂災害情報
避難に備えてください。テレビやラジオなどで気
象情報を確認しましょう。

警戒レベル１ ー ー
日頃から災害に対しての行動、持ち出し品、ハザー
ドマップを確認しましょう。

表現の方法 １時間当たりの雨量 降り方の強さ

猛烈な雨 80ｍｍ以上
息苦しくなるような圧迫感がある。大
規模な災害が発生する恐れが強く厳重
な警戒が必要。

非常に激しい雨 50～80ｍｍ
滝のように降り、傘が全く役に立たず
先が見えない。中小河川が氾濫し土砂
災害が発生する可能性が高くなる。

激しい雨 40～50ｍｍ
バケツをひっくり返したように降る。
山崩れやがけ崩れが起きやすくなり危
険地帯では避難準備が必要。

強い雨 20～30ｍｍ どしゃ降りで、傘をさしていてもぬれてし
まう。溝や小さな川が溢れることがある。

やや強い雨 10～20ｍｍ ザーザーと降り、地面一面に水たまりが
できる。長く降り続ける時は注意が必要。

●１時間当たりの雨量と雨の降り方の強さ

風水害時の行動
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